
MTI 分科会（2011年11月4日 神戸大）

赤道大気レーダー１０周年とＭＵレーダー公開の報告
山本衛（京都大学生存圏研究所）

• 赤道大気レーダー

– 10周年記念式典＋シンポジウム：2011年9月22～23日

• MUレーダー• MUレーダー

– 一般公開：2011年10月15日

• ご連絡

– 全国・国際共同利用

– シンポジウムなど

• もう一つのGNU Radio



アンテナ全景(直径110mの略円形フィールド)

赤道大気レーダー(Equatorial Atmosphere Radar; EAR)

インドネシア共和国西スマトラ州の赤道直下

(南緯0.20度, 東経100.32度)

2001年6月から今日まで長期連続観

測を継続し、特定領域研究「赤道大
気上下結合」はじめ多くの業績を上
げてきた。2010年7月から、電離圏

観測を含む新しい連続観測を継続し
ている。

アンテナ全景(直径110mの略円形フィールド)

八木アンテナ560本、送信出力100kW



赤道大気レーダー１０周年

• 2011年9月22～23日
• インドネシア・ジャカルタRISTEK (科学技術省)大講堂
• 参加者：約200名
• お客様

– インドネシアRISTEK大臣、アガム県代表者など
– 日本国大使（公使が代理出席）
– 文科省課長、京大副学長など– 文科省課長、京大副学長など



• 曇天にもかかわらず、多くの参加者を集めました。

• 翌日の三菱電機からの見学者とあわせて、約250名の
方にMUレーダーを見ていただきました。



ご連絡

• 全国・国際共同利用
– 赤道大気レーダー（年度ごと1回）締切：2012年1月末ごろ

– MUレーダー（年2回）前期 6～11月、後期 12～5月
（従来より２ヶ月ずらせました）

– 多数×多様なご提案をお待ちしております。

• 研究集会のお知らせ
– 大気圏シンポジウム 2012年3月1～2日 (申込 1月13日まで)

• 特別セッション「太陽彩層と地球惑星電離圏のアナロジーを求めて」

– JpGU連合大会特別セッション
• 赤道大気レーダー１０周年 ～赤道大気研究の発展に向けて～
コンビーナ－：山本真之、山本衛

– COSPAR 2012 (インド、2012 年7月14～22日、申込 2月10日まで)
• C0.2 “Advances in Remote Sensing of the Middle and Upper Atmosphere

and Ionosphere from the Ground and from Space, including Sounding
Rockets and Multi-Instrument Studies” by David Rees & M. Yamamoto



GNU Radio projects by Dr. Juha Vierinen

もう一つの衛星ビーコン
受信機

FM-CWイオノゾンデ用
受信機

Sodankyla Geophysical
Observatory, Finland

http://www.sgo.fi/~j/gnu_chirp_sounder/http://www.sgo.fi/~j/jitter/web/


